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朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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12015年度事業計画」決まる
2015年度朝日大学事業計画が、学校法人朝日大学理事会において決定されました。

「魅力ある大学、選ばれる大学」をめざし、宮田淳理事長のもと、大友克之学長をはじめ

とする全教職員が一体となっての事業計画がスタートします。

社会医療法人蘇西厚生会・学校法人朝日大学

連携協定書調印式
「教育・研究・医療活動に関する包括連携協定Uを松波英寿社会医療法人蘇西厚生会理事長と宮田淳学校法人朝日大学理事長とが締結
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「混迷を深める今だからこ

そ、教育の重要性が問われ

ている」

教職員を前に2015年度事業

計画の基本方針を述べる富

田淳理事長

「建学の精神」に基づき

「魅力ある大学、選ばれる大学」をめざす

2015年度事業計画が決まる

2015年度の事業計画が、本年l月の理事会で決定されました。

建学の精神「国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして人類

普遍の人間的知性に富む人間の育成」に基づき、次世代を担う若者の

1 優秀な学生の受け入れ

.5N5活用など積極・効果的な広報活動の実施

・ネット出願制度の利用者促進

・アジア地域からの留学生の受け入れ強化

・法学部・経営学部の社会の二一ス、に合った学部・学科への

発展的な改編の検討

・保健医療学部の学科増設の検討

・体育会の充実

・歯科衛生士専門学校の入学定員増の実施

2 教育・研究活動の質の向上

・能動的学習の推進、初年次教育の充実

・EL5を通じた英会話教育の推進

・臨床力の強化、国家試験(看護師・歯科医師・歯科衛生士)対策の充実

・研究活動の推進、外部資金の獲得への支援

・産学官連携ポリシーに基づく活動の推進

・大学情報の積極的な発信

3 学生支援対策

・学修・課外活動支援

(チユーター制度、オフィスアワー、55仁就学相談、海外研修、

各種奨学金による経済支援)

・学生生活支援(診療費補助制度、無料スクールパス運行)

・就職支援(高い就職率の維持)

・留学生支援(住居支援、就職支援)

夢の実現に向け、教育の質の向上をはかり、社会の多様な変化に対応

できる有為な人材の育成に全力で取り組むこととなります。

朝日大学の主な事業計画の基本方針は、次のとおりです。

4 国際化ビYョンに基づ、く国際化の推進

・学生の国際交流・海外派遣(海外提携大学との活発な相E交流)

・教員の国際化

(海外留学研修支援の強化、海外提携大学との活発な相互交流)

・地域の国際化の推進(英語教育研究セミナーの実施ほか)

5 地域社会、ステークホルダー等への貢献及び連携

・地域社会との連携推進

(公開講座、英語弁論大会、社会人向け英会話プログラム、

市民相談室、高大連携、地元企業・弁護士会等との連携)

・ボランティア活動(防犯ボランティア団体「めぐる」による防犯活動等)

・教育後援会・同窓会との連携強化(会員情報データベースの構築)

・三医療機関による社会貢献

(地域住民の健康維持・増進、在宅歯科診療の充実等)

6 生涯教育の強化

・歯科医師に対する生涯教育(最先端の臨床教育)の充実・強化

7 施設・設備の充実

・施設・設備の計画的な整備・改修

・附属病院建替の具体的計画の策定

8 法人運営の基盤強化

・安定した収入の確保(外部資金の獲得、安全・確実な資産運用)

・三医療機関の合理的・効率的な経営

教職員の資質向上が不可欠

教育職及び事務職の管理者を対象としたSD研修会が開催され、

大友克之学長、岡村明夫常務理事から12015年度事業計画の概

要Jと「本学の現状分析」について詳細に解説されました。
出席者たちは、建学の精神に基づきより一層の大学改革の推進、

組織力強化と教職員の資質向上をはかることが「魅力ある大学、選ば
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れる大学づくり」につながるものであ

るとの認識を深めました。

.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .
: SD [staff developmentl 

:職員の意識改革、能力開発の実践的手法
.. 大友学長らが講師を務める



新役職者決まる

今年3月の役職者の任期満了にともない、理事会において2015年度

の新役職者等が選任(再任、任期中の役職者を含む)されました。

「魅力ある大学づくり、選ばれる大学づくりJをめざし、大友克之学長、森下伊
三男副学長、倉知正和副学長を中心とした新執行部体制がスタートします。

法学部長に平田勇人教授、 一『ヲー一一?司ー-

経営学部長に岩崎大介教授、

保健医療学部長に藤本次良教

授、歯学部長に磯崎篤則教授、

学生部長に大野正博教授、図

書館長・情報教育研究センター

長には板谷雄二経営学部教授

がそれぞれ選任されました。

学長

副学長
副学長

学生部長
図書館長、情報教育研究センター長
法学部長(兼法学研究科長)

副法学部長

経営学部長
大学院経営学研究科長

経営学科長

経営情報学科長
ビジネス企画学科長

保健医療学部長

歯学部長(兼歯学研究科長)
附属病院長

附属病院副病院長

附属病院PDI岐阜歯科診療所長
附属村上記念病院長

附属村上記念病院副病院長

口腔科学共同研究所長
歯科医学教育推進センター長
教職課程センター長

留学生別科長

健康管理センター長

主主一主
森下伊三

金位王
大野正
板谷雄
平田勇
大野正
岩崎大
奥山
小畠信
板谷雄
岩崎大
藤本次
磯崎篤
都尾元
藤原

笠_tt_JI;
住友伸一
藤原
大橋宏
日下義
武田則

企」量一重
郭
江尻貞
倉知正

土且一」匡
丸山 和
塚原隆

「症例報告会」を開催

本学穂積キャンパスにおいて、

歯学部「臨床実習症例報告会」

が開催されました。

'学びの成果を発表

この報告会は、昨年4月に「登

院式Jを終えた歯学部5年生が、 学習成果(症例)を報告する学生たち

附属病院各診療科で指導歯科医の指導のもとで学んだ診療参加型臨

床実習の学習成果を発表する場として開催されています。報告会では、

事前に入念な準備が行われ、会場に集った教員たちを前に学生たちは

一年間の学びの成果をノTワ一ポイントを駆使し堂々と発表していました。
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教育・研究・医療活動に
関する包括的
連携協定を締結
学校法人朝日大学は、松波総合病院を設置する社会医療法

人蘇酋厚生会(笠松町)との聞で「教育・研究・医療活動に関する

包括的連携協定Jを締結することで、宮田淳理事長と松波英寿理
事長とか穂積キャンパス理事長室において調印式折軒、ました。

.研究、人材、教育で連携

包括的連携協定では、次のとおり連携協力事項を掲げ、朝日大

学が保有する教育・研究・医療機能と蘇西厚生会が保有する研

究・医療機能等の連携並びに相互協力を通じて、「教育・研究・医

療」分野における機能を高め、地域社会に大きく貢献していくこと

となります。

l 医学領域における共同研究の推進

2 人材育成及び人材交流・支援の推進

3 各種講演会、シンポジウム及び研究会等の開催

4 学生教育及び臨地・臨床実習の受入れ

松波理事長と宮田理事長とが連携協定に調印

「商品開発塾」を開講

マーケティング研究所が岐阜県商業教育研究会との共催で「第7回

ヒットメーカーに学ぶ!商品開発塾Jを穂積キャンパス6号館講義室で開
講しました。

(株)扶桑社第四編集局長の小林孝延氏を講師に迎えた今回の開

発塾では、「売れる企画の作り方-ESSE、料理本、ムックの爆発的ヒット

のすべて-Jがテーマに掲げられ、高校教員や経営学部教員・学生ら約

50名が受講。商品開発についての新たな取り組みのヒントを学びました。

町仕掛け方のすべてを語る

小林氏は、生活情報誌ESSEの元

編集長で同誌の発行部数を83万部ま

で伸ばした雑誌のヒットの達人。「売れ

る企画、売れるコンテンツJについてこ

れまでの経験をもとに、雑誌の作り方

や仕掛け方のすべてを語られました。 小林氏が爆発的ヒッ卜のすべてを語る
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中国大使館を表敬訪問

本学歯学部と2001年に姉妹校協定を締結し、双方向の交流を行って

いる第四軍医大学(中国西安市)の教員と学生が、宮田淳理事長、大

友克之学長、藤原周囲際交流委員長らと共に中国大使館(東京)を表

敬訪問しました。

大使館では、科学技術分野を担当する参事官らとの意見交換を行

い、その後、大使館内を散策、庭園内の記念樹や錦鯉を鑑賞し有意義

な時聞をすごしました。

.岐阜新聞本社を訪問

また、第四軍医大学の学生たちは岐阜新聞本社を訪問し、杉山幹夫

名誉会長(岐阜県日本中国友好協会会長)、碓井洋社長へ朝日大学で

の研修の成果や日本の印象などを報告しました。学生は「日本の歯学部

学生の学問に対する熱心さと真面目さに感，心した」と語っていました。

中国大使館庭園にて記念婦影

入院患者さんへひざ掛けを

村上記念病院では、寒さを向かえるこの時期に入院患者さんへひざ

掛けを贈っています。

この行事は、毎年行っている催事で、本院とかかわりのある森プリント

(株)社長(本社岐阜県羽島郡笠松町米野)の森奥義氏のご好意によ

り寄付を受けたひざ掛けを入院患者さん一人ひとりへ贈りました。

.心のこもった贈り物 ・ ー一

本院の非常勤講師で、い

ちだクリニック院長(岐阜市

清本町)の市田正成先生、

森社長、大橋宏重病院長ら

がサンタクロース姿に扮して

病室を訪問。「早くよくなります

ように」と声をかけてひざ掛けを渡すと、患者さんは「心のこもったプレゼン

トをありがとうJと顔をほころばせてUミました。
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セイノーホールデイングスとの
新たな産学連携
朝日大学とセイノーホールデイングス(株)による「マーケテイン

グ分野における産学連携活動に関する覚書」締結の調印式が

穂積キャンパス理事長室で行われ、田口義隆セイノーホール

デイングス代表取締役社長と大友克之学長ら関係者が出席し

ました。

朝日大学とセイノーホールデイングスとは、2013年2月に「産学

連携活動に関する協定J並びに「寄附講座の実施に関する覚

書Jを締結しており、今後、地域産業と大学教育の分野における
連携がより強化され、地域社会の発展と人材育成に寄与するこ

ととなります。

田口代表取締役社長と大友学長とが連携協定に調印

.産学連携協議会を開催

また、調印式会場では「第2国産学連携協議会」が開催され、

これまでの活動状況(寄附講座、インターンシップ、グローパJレロジ‘

スティックス研究会なとつが報告されると共に、新たに締結された覚

書に基づく「マーケティング分野における連携活動・コラボ企画」に

ついて協議が行われました。

セイノーホールデイングス(株)(本社・岐阜県大垣市田口町l番

地)は、全国・世界規模でグローバルな事業展開を推し進める物

流業界の最大手の地元優良企業です。

成人式で歯科検診

瑞穂市総合センターで行われた成人式で「記念歯科検診」が実

施されました。成人式での歯科検診は毎年実施されており、歯学部

社会口腔保健学研究室の歯科医師らが、新成人の歯科検診を行う

と共に歯の健康管理についてアドノTイスを行いました。

.歯の健康に対する意識

成人式会場では、あでやかな振り袖やスーツ姿の新成人たちが虫

歯の有無を診てもらったり、ブラッシング指導なと寺を受けていました。

歯科検診を監修した同研究室の磯崎篤則教授(歯学部長)は、

「成人式を迎えた若者の歯の健康に対する意識は非常に高u、もの

がある。これからも検診を通じて地域社会の健康を守っていきたUづと

語りました。



社会人が学ぶ

大学院法学研究科の粟津明博

教授の税法ゼミでは、社会人も学生

たちと共に学んでいます。

近著として『税法解釈の限界を考

える判例・裁決の批判的検討J(日

本評論社)を出版した粟津教授は、

税務大学校副校長などの経歴を有 著書を手にした粟津教授

する誰もが認める税法のエキスパート。大学院法学研究科で税法を専

攻し修了することにより、税理士試験の受験科目が免除(ただし、修士論

文は国税庁の審査あり)となるのも社会人が学ぶ魅力のーっといえます。

「納税義務者の信頼にこたえ、租税に関する法令に規定された納税

義務の適正な実現をはかる税理士」をめざす方は、ぜひ本学法学研究

科での勉学・研究をおすすめします。

法学部で「特別講義」開催

法学部では、各分野で専門的な知見・知識を有する外部講師を招へ

いし「特別講義」を開催しています。

.少年鑑別所での情操教育

大野正博教授がコーディネーターを務める講義では、岐阜少年鑑別

所法務教官の竹中正幸氏が講師を務め、鑑別所の実状や所内では非

行少年に貼り絵や農業体験なと舎の情操教育を行っていることが解説さ

れると共に、「少年たちに鑑別所生活の中で成功体験をさせることが大

切Jと語られました。少年鑑別所は、非行や罪を犯した20歳未満の者を
最高8週間収容し、調査や診断を行う法務省の施設。

受講学生からは、「少年鑑別所の役割が良く理解できたJなどの声が
聞かれ、現代の鑑別所に求められている社会的役割を学びました。

旧商簿記検定直前対策講座J開講
穂積キャンパス6号館大講義室で問商簿記検定2級一直前対策講座一」

が開講され、岐阜県内の商業科目を学ぶ生徒約2∞名が参加しました。

同講座は、岐阜県高等学校商業校長会からの要請により、商業科で

学ぶ高校生が会計を武器に自身の可能性を広げ、将来、地域社会に役

立つ人材として育ってしミくことを期待し毎年開講されています。

公認会計士試験合格者を多数輩出

講師を務めた経営学部の小島ー富士教授は、現役公認会計士として、ま

た中央大学経理研究所講師と

しても活躍しており、本学の学生

を含め他数の公認会計士試験

合格者を輩出しています。

生徒らは合格をめざし、小島

教授の一言一句を逃すまいと真

高校生が真剣な表情で直前対策講座に取り組む 剣な姿勢で取り組んでいました。
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オープンスクールを実施

三重県立四日市商業高等学校の生徒たちが、穂積キャンパスに来学

しオープンスクールに参加しました。

今回の訪問は、「高大連携授業」のひとつとして、また、高等学校にお

ける「体験学習」の授業の一環として、生徒たちが大学を訪問しているも

のです。

生徒たちは、「簿記・会計を学ぶ意義」と題した講義を受講。また、大

学で学ぶことの意義や学生生活の過ごし方などを映像で視聴すると共

に学内施設を見学し、11日大学生」を朝日大学で体験しました。

~一
オープンスクールの開催にあたり
岩崎大介経営学部長が挨拶

.匠プロジ、エクト

同校は、専門学科で学ぶ生徒を対象に、より高度な技術の習得や

難易度の高い資格取得をめざし実施する三重県教育委員会の「若

き匠育成プロジ、エクト」の研究校に指定されており、大学や産業界と

の連携を通じ「会計、情報」分野で即戦力となる人材の育成をめざし

ています。

「ワールドカフェ」で、討論

穂積キャンノfス6号館食堂で「ワールドカフェJが衆議院選挙の公
示日(12月2日)に開かれ、「なぜ若者は政治や選挙に関心が持てな

いのか、安倍政権の政治をどう評価するか」などをテーマに話し合い

を行v'ました。

同カフェは、法学部の大野正博教授(刑事法)ゼミの一環として開か

れ、2グループに分かれた学生20名が熱心にテーマごとに討議を繰り広

げました。その結果、「若者は政治や選挙に関心はあるが考えを共有す

る機会や場所がないのではないか、成果がはっきりしていない現時点で

のアベノミクスへの評価は難しい」など様々な意見が出され有意義な

「ワールドカフェJとなったようです。
なお、「ワールドカフェ」とは、少人数のグループが気楽な雰囲気で意見

交換を行う討論のー形式です。
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入学前セミナーを開催

歯科医師への道がスタート

「歯学部入学前セミナー」が、穂積キャンパス及び大垣フォーラムホ

テルにおいて開催され、今春の入学を心待ちにした入学予定者が参

力日しました。

セミナー会場では、磯崎篤則歯学部長から「入学までの貴重な時

間を将来の歯科医師という夢に向けた歩みの期間としてもらいたい」と

挨拶、「教育方針、歯学教育の現状、歯科医師をめざす学生像」など

の説明や入学までの様々なアドバイスが行われました。グループテ・イス

カッション、チューターら

との座談会やボウリング

大会では、教職員との

交流もはかられ、参加

者たちは、朝日大学で

の充実した学生生活に

夢と希望をふくらませて

いました。活発なグループディスカッションが展開(歯学部)

看護師をめざす入学予定者

また、昨春開設の保健医療学部看護学科でも「入学前セミナー」が

穂積キャンパスで開催され、多くの入学予定者が参加しました。

セミナーでは漬畑章子学科長から「看護師をめざす学生の取り組

み」と題したガイダンスを受講。6号館の看護実習室を見学した後、看

護技術体験や在学生・教職員らとのティータイムで交流を深めました。

参加者からは「大学生活への不安が解消されました」などの感想、が

寄せられ、有意義な「入学前セミナー」となりました。

投票を呼びかけ

ボランティア団体「めぐるJが、岐阜県選挙管理委員会、瑞穂市選挙
管理委員会と協力し穂積キャンパス内の学生食堂で衆議院選挙(昨年

12月14日投票日)への投票を呼びかけました。

近年の選挙では年代別で20代の投票率が最も低いとのこと。このこと

から学生たちは岐阜県のマスコットキャラクター「ミナモ」ゃ瑞穂市の「かき

りん」らと共に啓発グッズを配り「投票に行きましょう」と呼びかけていました。

「めぐるJのメンバーたちは、これまでに瑞穂市や警察と連携し「散歩レ
ンジャー」として大学周辺の防犯パトロール、サイバー犯罪の監視、小学

校での「防犯教室」の開催、「青色パトカー」で市職員らと通学路の見回

りを行うなど、地域社会の子供たちの安全と防犯意識の向上や啓発にも

努めています。
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就職活動本格スタート

大学生の就職環境が厳しさを増すなか、法学部・経営学部3年生の

就職活動カ丸、よいよ本格的に始まりました。

本学では、就職支援の一環として就職活動を直前に控えた学生(3年

生)を対象に、大垣フォーラムホテルにおいて「企業と大学による面接合

宿」を実施しました。

ビデオで面接の様子を確認

同合宿では、地元企業の人事担当者を講師に招き、「自己分析.PR、

志望動機の作成Jから「模擬面接Jまで、実践的で幅広い指導が2日間
にわたり行われました。参加した学生たちは、就職戦線を目前に控え真剣

な面持ちで講師のアドバイスに耳を傾け、それぞれが手応えを感じている

様子でした。

人事担当者による「模擬面接J

四積極的に自己アピール

また、3月には岐阜都ホテル(岐阜市)において「朝日大学2015就職セ

ミナー」が開催されました。

このセミナーは、本学学生の採用実績が豊富な東海地区を中心とし

た企業を招いて行う本学独自の就職説明会で、毎年学生たちが自分を

積極的に企業へ売り込む場となっています。参加企業は190社を超え、約

250名のリクルート姿の本学学生が企業ブースに足を運び、採用担当者

と面談しました。

セミナー終了後の企業担当者からは、参加学生の意欲・熱意の高さに

評価が集まり、入学時から取り組んできた就職活動に対する備えの成果

が大いに感じられた「就職セミナー」となりました。

学生補導講演会を開催

学生部主催の「学生補導講演

会Jが、穂積キャンパス6号館講義
室で開催されました。

本講演会は、年末年始の休暇を

前にし、学生が薬物犯罪等に巻き込

まれないための注意喚起を行うと共

に犯罪被害に関する予備知識を与大田生活安全課長が「薬物の危険性」を解説

え、自己防衛のための意識を高めさせることを目的に開催されたものです。

講師を務めた岐阜県警察北方警察署の大田義和生活安全課長か

らは、約250名の受講学生を前に「危険ドラッグ使用者の実態Jゃ「薬物

の危険性」を解説いただきました。



CLOSEUP…… 

バレーボール

バレーボールクリニック開催
沖縄県宮古島で、元

全日本男子バレーボー

ルチーム監督の植田辰

哉氏を講師に迎えた

「バレーボールクリニック

in MIYAKOJが、「朝

植田氏が熱のともった指導を行う 日大学公開講座Jとして
開催(共催:宮古島市教育委員会、後援:宮古バレーボール協

会、特別協賛:中道環境開発)されました。

今回の宮古島でのクリニックは、体育会バレーボール部の井上

義浩監督が北京オリンピック植田ジャパンのスタッフを務めたこと、

世界ジュニア男子代表としてフeラジJレ大会への出場経験を有する

上地将貴選手(2013年度経営学部卒業)が沖縄県立伊良部高

校出身であることから実現しました。

橋田氏は、小・中・高校生や父母ら約250名を前に「一番大切

なことは基本と基礎、規律を守り、具体的な目標設定をすれば結

果は必ずついてくる」と語り、バレーボール教室では、児童・生徒や

指導者らが植田氏から熱のこもった指導を受けてし、ました。

会計研究部

「公認会計士試験
(短答式)Jに合格

2012年春に創部し高等学校や関係団体からも大きな注目を浴びている体

育会会計研究部では、部員たちがみごと難関資格である「公認会計士試

験(短答式試験)J、「税理士試験j、 「日商簿記検定試験J~こ合格しました。

「公認会計士試験(短答式試験)Jでは3名の合格者、「税理士試験j

では「簿記論J4名・「財務諸表論J3名の合格者、また、「日商簿記検定試

験(1級)Jでは3名の合格者をそれぞれ輩出しました。

新たな難関資格にチャレンジ

合格者たちは、気持ちを切り替え

「公認会計士試験(論文式試験)Jを ー

はじめとする新たな難関資格合格を

めざし日々 勉学に励むこととなります。 公認会計士試験(短答式)1<:合格した部員たち

学生たちは、来るべき国際未来社会での活躍を夢に、着実に実社会で

必要となる能力を身に付けつつあります。
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ボウリング

世界選手権で「銀メダル」
アプダピ(アラブ首長国連邦)で開催された「世界ボウリング選

手権大会2014男子大会Jで、安里秀策選手(ビジネス企画学科4
年:沖縄)がみごとダブルス戦で「銀メダル」に輝きました。日本勢で

この種目の「銀メダル」獲得は23年ぶり2度目とのことです。

安里選手は、仁}II(大韓民国)の「アジア大会」でも「金メダルJ
を獲得しています。

「ベースボール・アカデミー」開催

岐阜県野球協議会が主催し、朝日大学が共催する公開講座「ぎふベー

スボール・アカデミー」が、穂積キャンパス5号館講義室で開催されました。

アカデミーには、ボーイズリーグの選手や指導者、選手の父母、体育会

硬式野球部の部員ら約2∞名が参加し熱心に耳を傾けていました。

.選手の食事を考える

今回の講座では、「野球少年の栄養学」

をテーマに、立命館大学スポーツ健康科学

部の海老久美子教授が講師を務め、少年

団や部活で野球に励む選手の正しい栄養 参加者は熱心に耳を傾けた

バランスや食事での注意点などをわかりやすくアドバイス・解説されました。

柔道 旧本の伝統文化」を学ぶ

留学生別科日本語研修課程では、授業(日本事

情)で「日本の伝統文化jである柔道を学びました。

留学生たちは、体育会女子柔道部の指導のも

と「受け身、背負い投げ、外掛け、寝技」を実際に

体験。「手が痛かった、頭を打ちそうになった」とは

女子柔道部の指導を受ける留学生 じめての体験に留学生たちは少し驚いていました。

なお、女子柔道部は「第7回東海学生女子柔道冬季優勝大会」で団

体戦優勝に輝く東海地区屈指の体育会強化クラブ戸です。

ハンドボール 「東海選手権Jで優勝をはたしました。
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創立44周年記念植樹
朝日大学では、本年

1月19日(月)で創立44

周年を迎えました。

これを記念して、穂

積キャンパス内のAUク

ラブハウス(南棟)東側

にて「記念植樹jが行

われました。

大友克之学長の挨 本学のさらなる発展・成長を願し¥記念:植樹を行った

拶の後、出席した教職員の手により本学が一層たくましく発展・成長すること

を祈り、記念樹の「クロガネモチ」が植樹されました。

沖縄をはじめ各地で
教育懇談会

沖縄県出身者の在学生や新入生の父母を対象とした「朝日大学教

育懇談会Jが、沖縄都ホテル(那覇市)で開催され150名を超える参加
者がありました。

懇談会では、即戦力として実社会に旅立つことができる魅力ある教育

内容、きめ細かな指導体制、充実した医療体制や施設設備がそれぞれ

紹介されました。説明を聞いた父母からは、「沖縄とは気候などの違いは

あるものの、学べる環境が整っており安心して子供を送り出すことができ

ます」との声が多く聞かれました。

• rビデオレターjを上映
懇談会場では、穂積キャンパス内で

撮影された沖縄県出身学生のピデオ

レターが上映され、参加者たちは、岐

阜の地で元気に大学生活を送る我が
歯科医師の魅力を語る山内六男教授

子の姿を確認していました。 (歯学部入試委員長)

また、同様の教育懇談会が大阪、金沢、福岡、熊本でも開催され、多く

の父母たちが、熱心に修学状況の説明などに耳を傾けていました。

12015年度学年暦」決まる 入学式を4月2日に挙行
保健医療学部

前学期の日程

3月31 日~4月 4 日

4月2日

4月6B

4月22日

行事等

オリエンテーション

定期健康診断

7月25日

7月27日~8月 1 日

8月 3 日~7 日

8月24日~28日

9月 7 日~12日

9月14日

入学式

法 学 部・経 営学部

前学期授業開始

新入生研修

(注)日程等変更となる場合があります。(出日程等変更となる場合があ暗す。 歯 学部 (6学年も3月31日に新年度開始)

行事等

ガ「イダンス期間(定期健康診断を含む。)

入学式(春季)

前学期授業開始

履修登録期間

月童学の精神と社会生活」フィールドワーク

履修登録修正期間

前学期授業終了

前学期定期試験期間

夏季休業期間

集中講義期間

前学期の日程

3月30日~4月 4 日

4月2日

4月6日

3月30日~4月10日

4月22日

5月 6B~1 2日

7月27日

7月28日~8月 3 日

8月 4 日~9月18日

8月 4 白~13日

8月21日

8月28日~9月 3 日

9月19日

9月25日

9月24日~10月21 日

前学期定期試験合否結果発表目、

前学期追・再試験手続目

前学期追・再試験期間

卒業式(秋季)・入学式(秋季)

後学期授業開始

成績確認期間

(注)日程等変更となる場合があります。

前学期授業終了

前学期定期試験期間

実習期間(1学年)

実習期間(1学年)

前学期追・再試験期間

後学期授業開始
保健医療学部での祝日等の対応については、カレンダーのと

おり取り扱うこととします。

3月31日 |概オ山ンテ「 耕一シ広
定期健康診断 定期健康診断

4月1日 定期健康診断

4月2日 入学式学生部オリエンテーション

4月3日
教務オリエンテーション、

| 前学期授業開始 | 前学期授業開始
アチーブメントテス卜

4月6・7日 新入生学外研修

4月8日 前学期授業開始

5月9日

7月18日 前学期授業終了 前学期授業終了

7月21日 前学期定期試験開始 前学期定期試験開始

~31 日 前学期定期試験終了 前学期定期試験終了

8月1日 夏季休業開始 夏季休業開始

8月22日 夏季休業終了 夏季休業終了

8月24日 前学期追・再試験開始 前学期追・再試験開始

~31 日 前学期追・再試験終了 前学期追・再試験終了

9月1日 後学期授業開始 後学期授業開始

歯学部での祝日等の対応については、従前(カレンダーどおり)のとおり取り級うこととします。

法学部・経営学部では、授業回数の確保という観点から、祝日等(4/29、516、

10/12、11/3、11/23、1パ9)に簿業を行い、別途休業日(4/30、511、10パ5、
10/16、1/22、2/2)を設けます。
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